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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の連続する段階：
　（ｉ）グリセルアルデヒドと、クエン酸またはリジンから選択されるさらなる毛髪成形
活性物質との混合物を含む毛髪処理組成物の局所適用によって毛髪を処理する段階；及び
　（ｉｉ）処理した毛髪を機械的に成形する段階；
　を含む毛髪を成形する方法であって、
　グリセルアルデヒドとクエン酸またはリジンとが組み合わされたレベルは前記毛髪処理
組成物の総重量に対する重量で４から１５ｗｔ％の範囲であり、
　前記混合物中におけるグリセルアルデヒドとクエン酸またはリジンとの重量比は５：１
から１：２である、方法。
【請求項２】
　前記毛髪が、１２０から２２０℃の範囲の動作温度で加熱器具を用いて段階（ｉｉ）で
機械的に直毛化される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　２０から３０℃の温度で直毛状に毛髪を梳かすことによって、前記毛髪が段階（ｉｉ）
で機械的に直毛化される、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、毛髪を成形する方法およびより具体的には毛髪ジスルフィド結合を破壊せず
に毛髪を成形する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　天然縮毛、巻毛またはさらに毛髪がウエーブ状である者の多くが、毛髪を直毛化したい
と望むことが多い。市販のパーマネント直毛化組成物は、毛髪ジスルフィド結合を破壊す
るために還元剤を用い、続いて所望の形状で新しいジスルフィド結合を再構築するための
中和または酸化段階がある、２段階工程の毛髪の化学的処理に基づく。このような系は、
それらに付随する様々な欠点があり；工程そのものが遂行困難であるので、多くの例にお
いてこの直毛化工程は、専門のサロンにおいて有資格の美容師が行う。さらに、直毛化工
程は毛髪に損傷を与え、不快な臭気があり、頭皮に刺激を与え得る。
【０００３】
　驚くべきことに、発明者らは、毛髪ジスルフィド結合の破壊を含むパーマネント直毛化
工程に従来付随する化学的損傷を引き起こさずに毛髪を成形することができることを見出
した。有利に、本発明の方法は、ストレートアイロンなどの高温加熱器具の使用を必ずし
も必要とせず、プロの美容師の介入なく消費者が遂行することができる。さらに、本発明
の方法で成形した毛髪は、続く洗浄後でも引き続き成形が保たれる。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明は、次の連続段階：
　（ｉ）２から２５ｗｔ％の１以上のＣ２－４モノアルデヒドを含む毛髪処理組成物の局
所適用によって毛髪を処理し；
　（ｉｉ）処理した毛髪を機械的に成形する
　段階を含む、毛髪を成形する方法を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本発明での使用のための適切なＣ２－４モノアルデヒドとしては、一般式：
　Ｘ－（ＣＨＹ）ｎＣＨＯ
　（式中、ｎは１から３の整数であり；
　Ｘは－Ｈまたは－ＯＨであり；
　各Ｙは－Ｈおよび－ＯＨから独立に選択される。）
　の脂肪族モノアルデヒドが挙げられる。
【０００６】
　上記の一般式の好ましいＣ２－４モノアルデヒドには、少なくとも１個の－ＯＨ基およ
びより好ましくは２個の－ＯＨ基が含まれる。
【０００７】
　本発明における使用に対して特に好ましいＣ２－４モノアルデヒドはグリセルアルデヒ
ドである。
【０００８】
　処方された毛髪処理組成物中で単独の毛髪成形活性物質として上記のような１以上のＣ

２－４モノアルデヒドを使用し得る。このような場合において、Ｃ２－４モノアルデヒド
の総レベルは好ましくは毛髪処理組成物の総重量に対する重量で２から２０ｗｔ％、より
好ましくは２から１５ｗｔ％の範囲である。
【０００９】
　例えば、グリセルアルデヒドは、処方毛髪処理組成物中で、好ましくは毛髪処理組成物
の総重量に対する重量で２から２０ｗｔ％、より好ましく２から１５ｗｔ％の範囲のレベ
ルで単独の毛髪成形活性物質として使用し得る。
【００１０】
　あるいは、処方毛髪処理組成物中で上述のような１以上のＣ２－４モノアルデヒドをさ
らなる毛髪成形活性物質と組み合わせ得る。
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【００１１】
　この関連で使用され得るこのようなさらなる毛髪成形活性物質の例としては、６０から
３００ｇ／ｍｏｌの範囲の分子量（Ｍｗ）および２から８．５の範囲のｐＫａ（水中２５
℃で測定）を有する脂肪族カルボン酸が挙げられる。
【００１２】
　好ましくは、脂肪族カルボン酸のｐＫａ（水中２５℃で測定）は、２から４．５、より
好ましくは２．１から４．２の範囲である。
【００１３】
　本発明の方法においてさらなる毛髪成形活性物質として使用され得る脂肪族モノカルボ
ン酸は、次の一般式（Ｉ）：
　Ｒ１－ＣＯＯＨ　　　（Ｉ）
　（Ｒ１は、一価糖残基または式Ｒ３（Ａ）－の一価飽和アルキルラジカルであり；
　Ｒ３は、Ｈ－、ＨＯＣＨ２－および式Ｘ（ＣＨ２）ｎ－の飽和直鎖状アルキルラジカル
から選択される一価ラジカルであり；
　Ｘは、Ｈ－、ＨＯ－、Ｈ２Ｎ－Ｈ２ＮＣ（Ｏ）－、（ＨＯＣＨ２）３Ｃ－ＮＨ－、（Ｈ
ＯＣＨ２ＣＨ２）２Ｎ－およびＨ３ＣＣ（Ｏ）－から選択される一価ラジカルであり；
　ｎは１から８の範囲の整数であり；
　Ａは、－Ｃ（Ｏ）－および－Ｃ（Ｒ４）（Ｒ５）－から選択される二価ラジカルであり
；
　Ｒ４は、－Ｈ、－ＯＨ、－ＣＨ２ＯＨおよび－ＮＨ２から選択される一価ラジカルであ
り；
　Ｒ５は、－Ｈ、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ３および－ＣＨ２ＣＨ３から選択される一価ラジ
カルである。）に対応する構造を有する。
【００１４】
　好ましくは、上記一般式（Ｉ）中のＲ１は、一価単糖残基（グルコースまたはガラクト
ース残基など）または式Ｒ３－（Ａ）－の一価飽和直鎖状アルキルラジカルであり；
　ここでＲ３は、Ｈ－、ＨＯＣＨ２－およびＨ３Ｃ－から選択され；
　Ａは、－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＨ（ＯＨ）－、－Ｃ（ＣＨ３）（ＣＨ２ＯＨ）－および－Ｃ
（ＣＨ２ＣＨ３）（ＣＨ２ＯＨ）－から選択される二価ラジカルである。
【００１５】
　このようなモノカルボン酸の具体例としては、乳酸、グリオキシル酸、グリコール酸、
グルクロン酸、２，２－ビス（ヒドロキシメチル）プロピオン酸、リジン、２－ヒドロキ
シオクタン酸、酢酸、グリシン、セリン、スクシナミン酸、レブリン酸、ガラクツロン酸
、トリシン、ビシンおよび２，２－ビス（ヒドロキシメチル）酪酸が挙げられる。
【００１６】
　本発明の方法においてさらなる毛髪成形活性物質として使用し得る脂肪族ジカルボン酸
は、次の一般式（ＩＩ）：
　ＨＯＯＣ－Ｒ１－ＣＯＯＨ　　　（ＩＩ）
　（式中、Ｒ１は、１から４個の炭素原子を有し、１以上のヒドロキシル基で置換されて
いてもよい、二価、飽和または不飽和、直鎖状または分岐状ヒドロカルビルラジカルであ
る。）
　に対応する構造を有する。
【００１７】
　好ましくは上記の一般式（ＩＩ）中のＲ１は、式－［ＣＨ（Ｘ）］ｎ－（式中、ｎは１
から３の範囲の整数であり、各Ｘは、－Ｈおよび－ＯＨから独立に選択される。）の二価
飽和直鎖状アルキルラジカルである。
【００１８】
　このようなジカルボン酸の具体例としては、マロン酸および酒石酸が挙げられる。
【００１９】
　本発明の方法においてさらなる毛髪成形活性物質として使用され得る脂肪族トリカルボ



(4) JP 6728042 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

ン酸は、次の一般式（ＩＩＩ）：
　ＨＯＯＣ－ＣＨ２－Ｒ１－ＣＯＯＨ　　　（ＩＩＩ）
　（式中、Ｒ１は、１個の－ＣＯＯＨ基で置換され、１以上のヒドロキシル基で置換され
ていてもよい、１から３個の炭素原子を有する、二価、飽和または不飽和、直鎖状または
分岐状ヒドロカルビルラジカルである。）に対応する構造を有する。
【００２０】
　好ましくは、上記一般式（ＩＩＩ）中のＲ１は、－Ｃ（ＣＯＯＨ）＝Ｃ（Ｈ）－および
－Ｃ（Ｘ）（ＣＯＯＨ）－ＣＨ２－ラジカル（式中、Ｘは、－Ｈおよび－ＯＨから選択さ
れる。）から選択される。
【００２１】
　このようなトリカルボン酸の具体例としては、クエン酸、アコニット酸およびトリカル
バリル酸が挙げられる。
【００２２】
　処方毛髪処理組成物中で上記のような１以上のＣ２－４モノアルデヒドをさらなる毛髪
成形活性物質と組み合わせる場合、これらの物質のレベルは、毛髪処理組成物の総重量に
対する、Ｃ２－４モノアルデヒドおよびさらなる毛髪成形活性物質の総重量で、好ましく
は３から２０ｗｔ％、より好ましくは４から１５ｗｔ％の範囲である。
【００２３】
　グリセルアルデヒドおよびクエン酸の混合物を用いて、特に良好な結果が観察された。
このような混合物中のアルデヒドと酸との重量比は、好ましくは５：１から１：２、より
好ましくは３：１から２：３の範囲、最も好ましくは約１：１である。
【００２４】
　グリセルアルデヒドおよびリジンの混合物によっても特に良好な結果が観察された。こ
のような混合物中のグリセルアルデヒドとリジンとの重量比は、好ましくは５：１から１
：２、より好ましくは３：１から１：１の範囲、最も好ましくは約２：１である。発明者
らは、グリセルアルデヒドおよびリジンのこのような混合物が、（下記でさらに記載する
ような）加熱用器具を使用する場合および使用しない場合の両方で、直毛効果を提供する
ことを観察した。
【００２５】
　本発明での使用に対する好ましい毛髪処理組成物はコンディショニングジェル相を有し
、これは、界面活性剤二重層からなるジェル（Ｌβ）界面活性剤中間相を一般的に特徴と
し得る。このようなコンディショニングジェル相は、陽イオン性界面活性剤、高融点脂肪
化合物および水性担体から形成され得る。
【００２６】
　一般的に、これらの構成要素を加熱して混合物を形成させ、これをせん断下で室温に冷
却する。この混合物において冷却中に数回の相転移が起こり、通常はその結果、界面活性
剤二重層からなるジェル（Ｌβ）界面活性剤中間相が得られる。
【００２７】
　コンディショニングジェル相を形成させるために有用である適切な陽イオン性界面活性
剤の例としては、次の一般式：
　［Ｎ（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）］＋（Ｘ）－

　（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、（ａ）１から２２個の炭素原子の脂肪族基ま
たは（ｂ）最大２２個の炭素原子を有する、芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレン
、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリールまたはアルキルアリール基からそれぞ
れ独立に選択され；Ｘは、ハロゲン化物、（例えば塩化物、臭化物）、酢酸、クエン酸、
乳酸、グリコール酸、リン酸硝酸、硫酸およびアルキル硫酸基から選択されるものなどの
塩形成陰イオンである。）に対応する四級アンモニウム陽イオン性界面活性剤が挙げられ
る。
【００２８】
　脂肪族基は、炭素および水素原子に加えて、エーテル結合および他の基、例えばアミノ
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基などを含有し得る。長鎖脂肪族基、例えば約１２個の炭素またはそれを超える炭素のも
のは、飽和または不飽和であり得る。
【００２９】
　上記一般式のこのような四級アンモニウム陽イオン性界面活性剤の具体例は、セチルト
リメチルアンモニウムクロリド、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド（ＢＴＡＣ）
、セチルピリジニウムクロリド、テトラメチルアンモニウムクロリド、テトラエチルアン
モニウムクロリド、オクチルトリメチルアンモニウムクロリド、ドデシルトリメチルアン
モニウムクロリド、ヘキサデシルトリメチルアンモニウムクロリド、オクチルジメチルベ
ンジルアンモニウムクロリド、デシルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ステアリ
ルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ジドデシルジメチルアンモニウムクロリド、
ジオクタデシルジメチルアンモニウムクロリド、タロウトリメチルアンモニウムクロリド
、ココトリメチルアンモニウムクロリド、ジパルミトイルエチルジメチルアンモニウムク
ロリド、ＰＥＧ－２オレイルアンモニウムクロリドおよびこれらの塩であり、ここで塩化
物は、他のハロゲン化物（例えば臭化物）、酢酸塩、クエン酸塩、乳酸塩、グリコール酸
塩、リン酸塩、硝酸塩、硫酸塩またはアルキル硫酸塩により置き換えられる。
【００３０】
　上記一般式の陽イオン性界面活性剤の好ましいクラスにおいて、Ｒ１は、Ｃ１６からＣ

２２飽和または不飽和、好ましくは飽和、アルキル鎖であり、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、
ＣＨ３およびＣＨ２ＣＨ２ＯＨからそれぞれ独立に選択され、好ましくはＣＨ３である。
【００３１】
　コンディショニングジェル相の形成における使用のためのこのような好ましい四級アン
モニウム陽イオン性界面活性剤の具体例は、セチルトリメチルアンモニウムクロリド（Ｃ
ＴＡＣ）、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド（ＢＴＡＣ）およびそれらの混合物
である。
【００３２】
　上記の陽イオン性界面活性剤の何れかの混合物も適切であり得る。
【００３３】
　陽イオン性界面活性剤のレベルは適切には、０．１から１０ｗｔ％、好ましくは０．２
から５ｗｔ％、より好ましくは０．２５から４ｗｔ％（毛髪処理組成物の総重量に対する
陽イオン性界面活性剤の総重量）の範囲である。
【００３４】
　「高融点」は、本発明に関連して、一般に２５℃以上の融点を意味する。一般に、融点
は、２５℃から９０℃まで、好ましくは４０℃から７０℃まで、より好ましくは５０℃か
ら約６５℃までの範囲である。
【００３５】
　高融点脂肪化合物は、単一化合物として、または少なくとも２種類の高融点脂肪化合物
のブレンドまたは混合物として使用され得る。脂肪化合物のブレンドまたは混合物を使用
する場合、融点はブレンドまたは混合物の融点を意味する。
【００３６】
　このタイプの適切な脂肪化合物は、一般式Ｒ－Ｘ（式中、Ｒは脂肪族炭素鎖であり、Ｘ
は官能基（例えばアルコールまたはカルボン酸またはエステルまたはアミドなどのその誘
導体）である。）を有する。
【００３７】
　Ｒは、好ましくは、８から３０個の炭素原子、好ましくは１４から３０個の炭素原子、
より好ましくは１６から２２個の炭素原子を含む飽和脂肪族炭素鎖である。
【００３８】
　Ｒは、炭素および水素原子に加えて、エーテル結合および他の基、例えばアミノ基など
を含有し得る。好ましくは、Ｒは、８から３０個の炭素原子、好ましくは１４から３０個
の炭素原子、より好ましくは１６から２２個の炭素原子を含む直鎖状アルキル鎖である。
【００３９】
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　Ｘは好ましくは－ＯＨ基である。
【００４０】
　最も好ましくは、脂肪化合物は、一般式ＣＨ３（ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎは、７から
２９、好ましくは１５から２１の整数である。）の脂肪アルコールである。
【００４１】
　適切な脂肪アルコールの具体例は、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニ
ルアルコールおよびそれらの混合物である。セチルアルコール、ステアリルアルコールお
よびそれらの混合物が特に好ましい。
【００４２】
　上記の陽脂肪化合物の何れかの混合物も適切であり得る。
【００４３】
　脂肪化合物のレベルは適切には、０．０１から１０ｗｔ％、好ましくは０．１から８ｗ
ｔ％より好ましくは０．２から７ｗｔ％、最も好ましくは０．３から６ｗｔ％（毛髪処理
組成物の総重量に対する重量）の範囲である。
【００４４】
　陽イオン性界面活性剤と脂肪化合物との重量比は適切には、１：１から１：１０、好ま
しくは１：１．５から１：８、最適には１：２から１：５である。
【００４５】
　有利に、本発明の方法は、毛髪ジスルフィド結合の切断を必要とせず、本発明での使用
のための毛髪処理組成物は、還元剤の組み込みを必要としない。このような物質は、含ま
れる場合は少量のみ存在することが好ましい。
【００４６】
　「還元剤」という用語は、本発明に関連して、約３から１５分の範囲の時間にわたり、
約２０から３０℃の範囲の温度で毛髪に適用されたときに、毛髪ジスルフィド結合を破壊
するのに有効である物質を意味する。このような還元剤の例は、チオグリコール酸アンモ
ニウム（約７から１０．５の間のｐＨを有する溶液中）、モノチオグリコール酸グリセリ
ル（７未満のｐＨで使用）、チオグリコール酸、ジチオグリコール酸、メルカプトエチル
アミン、メルカプトプロピオン酸、ジチオグリコール酸塩および亜硫酸もしくは亜硫酸水
素アルカリ金属または亜硫酸もしくは亜硫酸水素アンモニウムである。
【００４７】
　本発明の方法での使用のための毛髪処理組成物は、好ましくは、０から０．１ｗｔ％、
より好ましくは０から０．０１ｗｔ％、最も好ましくは０から０．００１ｗｔ％の上記で
定められるような還元剤（毛髪処理組成物の総重量に対する重量）を含む。
【００４８】
　本発明での使用のための毛髪処理組成物は一般に、少なくとも６０ｗｔ％、好ましくは
少なくとも７０ｗｔ％、より好ましくは少なくとも８０ｗｔ％（毛髪処理組成物の総重量
に対する重量）の水を含む。好ましくは、毛髪処理組成物は、９５ｗｔ％を超えない、よ
り好ましくは９０ｗｔ％（毛髪処理組成物の総重量に対する重量）を超えない水を含む。
【００４９】
　低級アルキルアルコールおよび多価アルコールなど、他の有機溶媒も存在し得る。低級
アルキルアルコールの例としては、Ｃ１からＣ６一価アルコール、例えばエタノールおよ
びイソプロパノールなどが挙げられる。多価アルコールの例としては、プロピレングリコ
ール、ヘキシレングリコール、グリセリンおよびプロパンジオールが挙げられる。上記の
有機溶媒の何れかの混合物も使用し得る。
【００５０】
　毛髪処理組成物は、性能および／または消費者の許容性を促進するための他の任意の成
分も組み込み得る。適切な任意の成分としては、保存剤、着色剤、キレート剤、抗酸化剤
、香料、抗菌剤、ふけ防止剤、陽イオン性コンディショニングポリマー、スタイリング成
分、日焼け防止剤、タンパク質および加水分解タンパク質が挙げられる。
【００５１】
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　好ましくは、本毛髪処理組成物は単回投与組成物である。「単回投与」という用語は、
本発明に関連して、本毛髪処理組成物を１回で毛髪に適用しようとするものであることを
意味する。
【００５２】
　好ましくは、本毛髪処理組成物は、１００から３００ｍＬ単回投与、より好ましくは１
５０から２５０ｍＬ単回投与の形態で毛髪に適用される。
【００５３】
　好ましくは、本毛髪処理組成物は、１５から４０℃の温度で、より好ましくは２０から
３０℃の温度で毛髪に適用される。
【００５４】
　好ましくは、本毛髪処理組成物は毛髪を乾燥させるために適用される。「毛髪を乾燥さ
せる」という用語は、本発明に関連して、一般に、自由水（すなわちキューティクル表面
上でフィルムまたは水滴として水が配置される。）が実質的に除去されている毛髪を意味
する。毛髪は、空気への曝露によって、加熱式の毛髪乾燥器具の使用によって、吸水性の
品物を擦り込むことによって、またはこれらの方法の何れかの組み合わせによって乾燥さ
せ得る。好ましくは、乾燥毛髪は、本発明の方法の段階（ｉ）に従う毛髪処理組成物の局
所適用前の先立つ２時間、より好ましくは先立つ３時間において、洗浄されていないか、
または積極的に濡らされず（例えばシャンプー洗浄するか、コンディショナーで処理する
か、すすぐかまたは水性組成物で処理することによる。）、大気状態に順応させることが
認められている。このような状況において、適用時に実質的に本毛髪処理組成物の吸着を
妨害する自由水が存在しない。本発明に関連して、乾燥毛髪の適切な指標は、含水量の計
算値が毛髪繊維の総重量に対する重量で２５ｗｔ％を超えない毛髪繊維である。
【００５５】
　好ましくは、本毛髪処理組成物は、局所適用後に毛髪を通じて作用させられる。
【００５６】
　好ましくは、毛髪を通じた作用後、本毛髪処理組成物を残存させて、少なくとも５から
最長約９０分間、より好ましくは少なくとも１０から最長約６０分間、最も好ましくは少
なくとも１５から最長約４０分間にわたり毛髪に浸透させる。
【００５７】
　本発明の方法の段階（ｉ）に従い処理される毛髪は、段階（ｉｉ）の開始前に好ましく
は乾燥させる。毛髪は、空気への曝露によって、加熱式の毛髪乾燥器具の使用によって、
吸水性の品物を擦り込むことによって、またはこれらの方法の何れかの組み合わせによっ
て乾燥させ得る。
【００５８】
　好ましくは本発明の方法の段階（ｉｉ）において、毛髪を機械的に直毛化する。例えば
、直毛状になるように、毛髪を引っ張るか、梳かすか、平滑化するか、圧力をかけるか、
または平坦化する。
【００５９】
　加熱用器具、例えば電気加熱式フラットヘアアイロンまたは手持ち式のヘアドライヤー
などを機械的成形段階で使用し得る。このような器具は、毛髪に直接高レベルの熱を適用
する。殆どのものが４５℃から２５０℃の範囲で動作し、通常は、個別の器具に依存して
５０℃から約２２０℃の範囲の温度設定で使用される。
【００６０】
　電気加熱式フラットヘアアイロンなどの加熱用器具を用いて本発明の方法の段階（ｉｉ
）において毛髪を機械的に直毛化する場合に特に良好な結果が得られた。このような場合
において、加熱用器具の動作温度が１２０から２２０℃、より好ましくは１５０から２２
０℃、最も好ましくは１７０から２２０℃の範囲であることが好ましい。
【００６１】
　しかし、毛髪成形の効果は、上記のものなどの加熱用器具を使用しない場合も観察され
る。例えば、本発明の方法の段階（ｉｉ）において、代わりに２０から３０℃の温度で毛
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髪を直毛状に梳かすことによって毛髪を機械的に直毛化し得る。
【００６２】
　有利に、本発明はまた、上記のような段階（ｉ）および（ｉｉ）に従って処理し、成形
した毛髪を、乾燥の前および／または後にすすぎ、機械的に再成形する、毛髪を再成形す
るための方法も提供する。
【００６３】
　上記のように機械的に再成形しようとする毛髪を水単独で、またはシャンプーを用いて
すすぎ得る。好ましくは機械的再成形段階において、２０から３０℃の温度で直毛状に毛
髪を梳かすことによって毛髪を機械的に再成形する。
【００６４】
　１以上（例えば２または３）のすすぎサイクル、機械的再成形および上記のような乾燥
を行い得る。
【００６５】
　本発明は、驚くべきことに、本発明の方法によって毛髪を持続的に成形し得ることを見
出した。「持続的に成形」という用語は、本発明に関連して、毛髪の形状が洗浄後に持続
することを意味する。好ましくは５０％超の毛髪形状が３回の洗浄後に持続する。
【００６６】
　次の非限定的な実施例を参照して本発明をさらに説明する。
【００６７】
　［実施例］
　全成分を総処方物の重量パーセントによって、および活性成分のレベルとして表す。
【００６８】
　［実施例１］
　暗褐色のウエーブ状の＃６ヨーロッパ系入れ毛をその天然または自然のｐＨで３０分間
にわたり２％グリセルアルデヒドの溶液に浸漬した。
【００６９】
　全入れ毛をまっすぐに梳かし、乾燥キャビネット中で乾燥させた。乾燥したら、２００
℃でストレートヘアアイロンを用いて７回通過させて入れ毛をアイロン処理した。
【００７０】
　続いて３日後にベースシャンプーで入れ毛を洗浄し、まっすぐに梳かし、乾燥キャビネ
ット中で乾燥させた。
【００７１】
　乾燥したら、入れ毛を梳かし、写真を撮影した。画像分析キットを用いて入れ毛の体積
を測定した。結果を表１で与える。
【００７２】
　表１
　単回加熱処理および続く洗浄後の処理済み入れ毛の体積（ｍｍ２）洗浄と洗浄との間を
３日間あけた。
【表１】

【００７３】
　入れ毛が目で見て直毛状である場合、入れ毛の体積（実際には、像面上への体積（ｍｍ
２）の投影）は、本処理の直毛効果の目安である。
【００７４】
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　この結果から、加熱処理ありでグリセルアルデヒドが持続的な直毛効果を提供すること
が示される。
【００７５】
　［実施例２］
　暗褐色のウエーブ状の＃６ヨーロッパ系入れ毛を３０分間にわたり２％クエン酸／２％
グリセルアルデヒドおよび３％クエン酸／３％グリセルアルデヒドの溶液にそれぞれ浸漬
した。対照入れ毛を水に浸漬した。
【００７６】
　全入れ毛をまっすぐに梳かし、乾燥キャビネット中で乾燥させた。
【００７７】
　乾燥したら、２００℃でストレートヘアアイロンを用いて７回通過させて入れ毛をアイ
ロン処理した。続いてベースシャンプーでこれらを洗浄し、まっすぐに梳かし、乾燥キャ
ビネット中で乾燥させた。
【００７８】
　乾燥したら、入れ毛を梳かし、写真を撮影した。画像分析キットを用いて入れ毛の体積
を測定した。これらを表２で与える。異なる２日で２回の実験を行った。
【００７９】
　表２
　加熱処理および続く３日後の洗浄後の、様々なレベルのクエン酸およびグリセルアルデ
ヒドで処理し、対照として水で処理した入れ毛の体積（ｍｍ２）
【表２】

【００８０】
　入れ毛が目で見て直毛状である場合、入れ毛の体積（実際には、像面上への体積（ｍｍ
２）の投影）は、本リーブオンタイプ処理の直毛効果の目安である。
【００８１】
　この結果から、クエン酸およびグリセルアルデヒドの組み合わせが、１回洗浄後でさえ
も優れた直毛効果を示すことが示される。
【００８２】
　［実施例３］
　暗褐色のウエーブ状の＃６ヨーロッパ系入れ毛を３０分間にわたり単一物質および物質
の組み合わせの溶液に浸漬した。対照入れ毛を水に浸漬した。
【００８３】
　全入れ毛をまっすぐに梳かし、乾燥キャビネット中で乾燥させた。乾燥したら、入れ毛
をまっすぐに梳かし、写真を撮影した。画像分析キットを用いて入れ毛の体積を測定した
。これらを表３で与える。
【００８４】
　表３
　処理済み入れ毛の体積、対照として水を使用、熱処理なし
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【表３】

【００８５】
　入れ毛が目で見て直毛状である場合、入れ毛の体積（実際には、像面上への体積（ｍｍ
２）の投影）は、本リーブオンタイプ処理の直毛効果の目安である。
【００８６】
　この結果から、リジンおよびグリセルアルデヒドの組み合わせが相乗効果をもたらすこ
とが示される。
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